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はじめに 
 CVカテーテル挿入は、手術室、ICU、カテーテル室、病室等どの科においても日常的に
実施されている医療行為であるが、不幸な場合には死亡事故になりかねない危険な手技で

ある。その手技も患者さんの病態や実施する術者により異なることが多い。施術も研修医

からベテランにいたるさまざまな技量の術者により行われ、事故も動脈誤穿刺、気胸、血

気腫、タンポナーゼ等、重篤になることも珍しくない。しかし、多くの施設で最近までこ

の手技の実施に関する規定やマニュアルもなく、教育も不十分であった。このような状況

を踏まえ、虎の門病院では 2004 年 4 月に CV カテーテル挿入に関する規定を定め、事故
防止マニュアルを制定し事故を減らすための教育を開始した。 
 
教育、研修の実際 
 医学教育にはさまざまな問題がある。これまで、指導者は医学教育について何も学ぶこ

となく教育を行ってきた。また、医学教育の成果や有効性を評価する基準が構築されてい

ないことや、医学教育には労働集約的教育が必要とされること、非常に注意深い配慮が必

要であること等、さまざまな問題点を抱えたまま、従弟制度のような職人教育がなされて

きた。医学には新しい知識、技術が次々と生み出されており、そのためには生涯学ぶ必要

がある。その上、医療には失敗は許されない。さらに名人芸的要素が多く、標準化が必ず

しも容易でないことも上げられる。 
最近これらの解決の一手段として、シミュレーション教育が注目されてきた（図―1）。

シミュレーション教育では標準化した手技、ノンテクニカルスキルを失敗しながら、いつ

でもどこでも学ぶことができる。連合会病院では全病院を上げて医療安全に取り組んでお

り、その対策の一環として、シミュレーション教育のための施設を立ち上げた（図―2）。
さまざまな内容のプログラムを準備し、病院の他部署と協同して研修を実施している（図

―3）。CV カテーテル挿入に関しても CV ライン挿入に関するワーキンググループと共に
CV カテーテル挿入に関する規定の制定と事故防止マニュアルを作成し、研修医と研修医
以外の医師に理論と実技の講習会の受講を義務付け、単独施行までの見学、指導医の指導

の下での実技の回数等を定めた（図―４、５、６、７、８）。SV ライン挿入による合併症
は、この規定、ガイドライン下での実施後も残念ながら生じているが、幸い大きなものは



起こっていない。標準化された基礎的な医療技術や安全のための臨床技術、救急対応等は

医療者であれば、いつでもどこでも行わなければならず、迅速に確実に対応しなければな

らない（図―9）。そのためには安全なシステム作りと教育が必要であり、これには指導者
と教育内容の充実が欠かせない。 


